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Young Investigator Session 
(October 10, 2014) 
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Y-04 Histamine N-methyltransferase  
 Analysis of histamine N-methyltransferase deficient mice 
  
 Fumito Naganuma, Takeo Yoshikawa, Yamato Miura, Tadaho Nakamura,  
 Kazuhiko Yanai. 
  
 Department of Pharmacology, Tohoku Univ. Graduate School of Medicine 

Abstract Neurotransmitter clearance is an essential for normal neurotransmission. 
However, the mechanism of brain histamine clearance has been remained almost unclear. 
Here, we aimed to elucidate the importance of histamine N-methyltransferase (HNMT), a 
histamine-metabolizing enzymes, for brain histamine clearance using HNMT deficient mice 
(Hnmt-/-). 
First, we confirmed no Hnmt in Hnmt-/-. Hnmt deficiency increased the histamine content in 
the brain lysates, and the extracellular histamine in the hypothalamic area, indicating that 
Hnmt was an essential for brain histamine clearance. Although the anxiety-like behaviors, 
working memory and social interaction were not changed, the movement time, distance and 
speed of Hnmt-/- were significantly decreased compared to WT in open field test. The 
locomotor activity of Hnmt-/- in home cages was decreased in the dark period with prolonged 
immobility time. In addition, the aggressive behaviors were increased in Hnmt-/-. The 
isolation stress-induced disruption of prepulse inhibition was not observed in Hnmt-/-. These 
results indicated Hnmt was involved in locomorter activity, aggressive behavior and isolation 
stress. 
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Oral Presentations 3 
Neuron (1) 

(October 11, 2014) 
 

O-07 H1  
A functional model of hypothalamic neural histamine of mice in response to 
fasting condition   

1)2) 1) 1)2) 1)2) 1) 2) 2)

2) 2) 1) 
Huixing Wei1)2), Seiichi Chiba1), Taishi Aosa1)2), Chinatsu Moriwaki1)2), Keisuke Ina1), 
Takayuki Masaki2), Koro Goto2), Tetsuya Kakkuma2), Hirotaka Shibata2), Yoshihisa Fujikura1) 

 
1) Molecular Anatomy, Oita University. 2) Endocrinology, Metabolism, Rheumatology and 
Nephrology, Oita University.  

Abstract Shortage in energy store evokes the activity of hypothalamic histamine (HA) 
nervous system in response to the activation of central AMPK system, succeeding to 
enhancing the neuropeptide Y (NPY) nervous system, a neural center of feeding elicitation 
of mice.  
Even though the HA and NPY system are evoked by AMPK activation similarly, these 
nervous systems operate an opposite regulation of feeding behavior; the former acts as a 
feeding suppressor, whereas the later as a feeding enhancer of mice (Itateyama E., et., al.  
Exp Biol Med. 2003).  
To clarify this contradiction, we evaluated the impact of central HA system on the regulation 
of feeding behavior and energy metabolism in fasting condition of mice, and found that 
hypothalamic HA system of mice facilitated feeding suppression and thermgenesis in 
response to fasting condition.  
The hypothalamic HA system may play a crucial role in the maintenance of the thermal 
regulation, also as a counter-regulatory system to NPY system, in the energy shortage 
condition of mice. 
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Low histidine diet induced the decrease in brain histamine concentration and 
caused anxiety-like behaviors in mice    

1 1 2 2 1 1 1

1 1 1  
Takeo Yoshikawa1, Tadaho Nakamura1, Tetsuro Shibakusa2, Mayu Sugita2, Fumito 
Naganuma1, Tomomitsu Iida1, Yamato Miura1, Attayeb Mohsen1, Ryuichi Harada1, Kazuhiko 
Yanai1 

  
1Tohoku University Graduate School of Medicine, Department of Pharmacology, Sendai, 
Japan, 2Institute for Innovation, Ajinomoto Co., Inc., Kawasaki, Japan. 

Abstract Brain histamine plays a role as a neurotransmitter in physiological processes. 
Dysfunction of the histaminergic nervous system is associated with several neurological 
disorders, emphasizing that preservation of normal histaminergic nervous system is 
essential for our health. Although histamine is synthesized from an essential amino acid, 
L-histidine, the importance of dietary histidine to supply brain histamine remained unclear. 
Here, we aimed to evaluate the effect of low histidine diet on histaminergic nervous system 
and mice behaviors. First, we measured histamine content in the brains of low histidine 
diet-fed (LHD) mice. Histamine content in the cortex and midbrain significantly reduced in 
LHD mice. in vivo microdialysis assays revealed that histamine release from hypothalamus 
decreased in LHD mice. Open field test and light/dark box test showed that anxiety-like 
behaviors increased in LHD mice. These results indicated that dietary histidine was crucial 
for normal histaminergic nervous system.  
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NEWSLETTER 



第 18回学術集会を終えて
竹村基彦

日本ヒスタミン学会第 18回学術集会代表幹事

（兵庫医科大学薬理学講座）

第 18回学術集会は 2014年 10月 10, 11日の 2日間、兵庫県尼崎市の都ホテルニューアルカイックにて開

催致しました。Young Investigator Award応募演題 4題、一般演題 13題に加え、岡山大学大学院医歯薬学総合

研究科の田中智之先生に「マスト細胞の成熟と機能発現」と題する特別講演をお願いしました。学会参加者は

40名と残念ながら予想より少なめでした。今回の準備委員会の始動、日程・会場の確定が遅かったことで参

加者の先生方に御迷惑をかけ、あるいは、参加が不可能になった先生方もおられたことと思います。この場を

借りまして、お詫びを申し上げます。日程は前回の集会での幹事会でお示し頂いた 2候補から会場の都合で決

定させて頂きましたが、日本薬理学会関東部会と重なってしまったのは残念でした。

今回の集会では 1演題の講演時間を討論を含め 20分としました。また、適宜休憩時間を入れることにしま

した。演者、座長の先生、参加者の皆様の御協力を持ちまして、無事、予定時間通りに進行することができま

した。有難うございました。

学会のお知らせはWeb と電子メールによりました。幹事・一般会員・賛助会員のアドレスは見尾先生に頂

いたリストを不達の場合は検索などでできる限り updateして使いました。A4のポスターのみ郵送させて頂き

ました。学会当日に今後のメールでのご案内を希望される方向けに貴名受けを用意しましたが、希望者はあり

ませんでした。

抄録集の作製は以前にもお願いしたことのあるセカンド（株）様にお願いしました。管理側からは使いやす

いシステムで、出来栄えも満足しています。経費にも不満はありませんでした。投稿者側からの感想などを次

回学術集会代表幹事にお伝え頂ければ、今後の改善の参考になるのではないかと思います。

学術集会に先立って日本ヒスタミン学会幹事会が開催され、集会の最後の総会にて幹事会の御報告をしまし

た。参加されなかった会員の皆様のためにも内容をここにも御報告申し上げます。

幹事会出席者は 11名で会則第 19条に定める定足数を満たしませんでした。今回、委任状の提出は求めま

せんでした。これについて福井裕行会長より、研究会から学会への移行期にあたり諸制度を整備中である事情

の説明があり、正式には成立しないが議事については改めて幹事の可否投票により決定するとの提案があり、

了承されました。

1. 第 17回日本ヒスタミン学会の決算ならびに監査報告について

川内秀之代表幹事から収支決算書が、亀井千晃監事、大和谷厚監事からこれについての監査報告書が提

出され、承認されました。

2. 第 18回日本ヒスタミン学会について

竹村基彦代表幹事が今回の学術集会の予定を説明し、承認されました。

3. 第 19回日本ヒスタミン学会について

代表幹事平澤典保が幹事会欠席のため、総会で平澤幹事より説明があり承認されました。平澤先生の記

事を御覧下さい。

4. 第 20回日本ヒスタミン学会代表幹事の選出について

第 18回学術集会竹村代表幹事より選出が難航し、未定であるとの報告があり、福井会長より第 18回、

第 19回の代表幹事が基礎系であることから、臨床の先生に依頼してはとの提案があり、承認されまし

た。広島大学大学院医歯薬総合研究科秀道弘先生、川崎医科大学耳鼻咽喉科原田保先生のお名前が上が
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り、今後会長が交渉することとなりました。

5. 日本ヒスタミン学会新幹事の選出について

今回は新幹事候補の推薦はありませんでした。

6. 日本ヒスタミン学会 Young Investigator Award（和田記念賞）の選出について

選考方法についての申し合わせ事項の 3.に「毎年 3名程度授賞する。」と定められているところ、今回

は応募が 4演題であることから、2名を選出することと決定しました。

幹事による投票の結果、本年度は、「血管内皮細胞の組織因子発現に対するヒスタミンの影響」（筆頭

演者：柳瀬雄輝）と「Histamine N-methyltransferaseノックアウトマウスの解析」（長沼史登）が選出さ

れ、懇親会にて授賞式を行いました。

7. 日本学術会議への登録について

見尾光庸幹事より学術集会への登録要件として個人会員が 100名以上であること、定期刊行物を有する

ことが必要であることが報告されました。

• 年会費の請求がされておらず会員の把握ができていない、学術集会の案内などにも会員の把握が必

要との提案があり、今後は会費の請求を行うことが決まりました。支出が少ないことから年会費は

現在のY=3,000.-をY=1,000.-に変更することになりました。

• 会費請求、学術集会案内などに活用するため、見尾幹事により本学会のメーリングリストを整備す

ることが決まりました。

• 定期刊行物として「日本ヒスタミン学会Webマガジン（仮称）」の発刊の予定であるとの報告があ

りました。

8. 日本ヒスタミン学会誌（電子ジャーナル）の出版について

金丸みつ子幹事（編集委員）より第 17 回幹事会にて Web マガジンを発刊すること、学術集会の

Proceedingを収載することが決定したことを受けて、これに向けて収載内容の提案がありました。この

原稿が掲載されるのが第 1号となります。

9. ヨーロッパヒスタミン学会との連携について

福井会長よりヨーロッパヒスタミン学会に日本から参加しやすい日程を提案し、5月中ごろ開催に変更

して頂ける予定であるとの報告がありました。

10. EHRS2014-Lyonのトピックス

福井会長より H3 拮抗薬がナルコレプシーを適用としてEMAの認可を受けたようだとの報告がありま

した。

11. IUPHARサテライトシンポジウム

総会にて谷内一彦幹事より第 18回国際薬理学会が 2018年 6月 1日–6日京都で開催予定であることか

ら、本学会学術集会をサテライトシンポジウムとして京都周辺で開催してはどうかとの提案がありまし

た。代表幹事など詳細についてはメーリングリストで議論を深めることになりました。

12. 活性アミンに関するワークショップ

総会にて櫻井映子幹事より関連学会として上記ワークショップの紹介があり、参加を呼びかけられま

した。

最後になりますが、折悪しく台風襲来が懸念される中、学会に御参加頂き、例年にもまして興味深いご発

表、熱心なご討論を頂いた先生方に深く御礼を申し上げ、今後の学術集会のさらなる発展を祈念して第 18回

学術集会の御報告とさせて頂きます。
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次大会に向けて 

 

第 19回日本ヒスタミン学会 

当番幹事 平澤典保 

    （東北大学大学院薬学研究科 教授） 

 

 第 19 回日本ヒスタミン学会は、2014 年 11 月 13〜14 日の２日間、東北大学

片平さくらホール（仙台）で開催する予定です。仙台での本学会の開催は、2000

年に行われた International Sendai Histamine Symposium (会長 渡邉建彦)、

第８回（2004 年 当番幹事 谷内一彦 (東北大学大学院医学系研究科)）、第 13

回（2009 年 当番幹事 櫻田 忍 (東北薬科大学)）に続いてのこととなります。

2011 年の東日本大震災から復興を目指す仙台は、来年には待望の地下鉄東西線

が開通する予定となっております。また東北大学も被災した多くの建物の改修

が完了し、新たな時代へと大きく動き出しています。この機に多くのヒスタミ

ン研究者が新しい仙台に集い、現状と未来のヒスタミン研究を熱く議論できれ

ばと思います。 

 本学会は、基礎研究者と臨床研究者、あるいは炎症・アレルギーと中枢など

異なる領域の研究者が一堂に会して活発に情報交換、討論を行うことが特徴で

す。特にこれまで、ヒスタミン産生酵素、各種受容体、ヒスタミン代謝酵素な

どの各種遺伝子改変マウスの開発と応用、先進技術の導入などにより、毎年新

たな発見と進歩が見られる大変有意義で、密度の濃い学会となっております。

本学会も、以下に示すように組織委員には多様な領域の先生方にご協力いただ

き、まさに学際的なヒスタミン研究の現状と未来を議論する場を提供したいと

考えております。 

 これまでの研究成果を受け、本会のテーマは「医療への更なる貢献を目指し

て」としました。その優れた基礎研究成果の創薬への展開、臨床研究成果の医

療従事者への浸透をさらに推進するための企画を考えております。多くの若い

研究者、大学院生・学生はもちろん、医師、薬剤師、製薬会社の方々にも参加

していただき、ヒスタミンワールドの次なるステージへの展開を図りたいと思

っております。多くの方々のご参加をお待ちしております。 

 

【組織委員（５０音順）】 

 大津 浩（東北大学大学院工学研究科） 

 大野 勲（東北薬科大学） 

 菅原俊二（東北大学大学院歯学研究科） 

 田代 学（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター） 

 平澤典保（東北大学大学院薬学研究科，当番幹事） 

 谷内一彦（東北大学大学院医学系研究科） 

  

  



1st Announcement of 19th Annual Meeting of Japanese Histamine Research Society 

(JHRS 2015) 

 

It is our great pleasure to announce that “19th Annual Meeting of Japanese Histamine 

Research Society (JHRS 2015)” will be held in Sendai, Japan, from November 13 to 14 in 

2015.  

 

The JHRS 2015 will highlight cutting-edge of histamine research in allergy/immunology 

and neurosciences.  The main theme of this meeting is “Further contribution to medical 

front”.  We will have the forefront basic and clinical research findings and discuss the 

way to develop new histamine-related drugs and the expected efficacy in clinical use.  

Also the progress about proper use of anti-histamines will be taken up.  We hope you 

will join us in attending this scientific meeting and share the progress of histamine 

research. 

 

Sincerely, 

 

Noriyasu Hirasawa, Ph.D. 

Organizer, JHRS 2015 

Prof., Graduate School of Pharmaceutical Sciences, Tohoku University, Japan. 

 

Local Organizing Committee 

Hiroshi Ohtsu (Tohoku University) 

Isao Ohno (Tohoku Pharmaceutical University) 

Shunji Sugawara (Tohoku University) 

Manabu Tashiro (Tohoku University) 

Noriyasu Hirasawa (Tohoku University) 

Kazuhiko Yanai  (Tohoku University) 

 

Contact us: 

JHRS 2015: 

hirasawa@m.tohoku.ac.jp 

 

JHRS: 

http://www.jhrs.umin.jp/en/index-e.html 

jhrs.info@gmail.com 

 

 

 



ポーランドヒスタミン研究会に参加して 

田中 智之（岡山大学・院・医歯薬） 

 

 ポーランドヒスタミン研究会(Polish Histamine Research Society, PHRS)はウッチ医科大学の

Fogel 教授により主催されている学会で、２年に１回学術集会があります。Fogel 教授はヒスタ

ミンの組織における代謝の研究で有名な故 Maslinski 教授の共同研究者であり、また同時にパー

トナーでもあった方で、Maslinski 教授の始められた研究会を引き継がれています。学術集会は

2014 年に第 15 回目を迎え、およそ 30 年近い歴史があります。研究会の初期には日本からは田

坂賢二先生が参加されており、名誉会員の称号を受けられています。私は 2001 年にフィンラン

ドでヨーロッパヒスタミン研究会に参加し、初めて Fogel 教授と知り合いました。当時、細胞に

おいて HDCの発現を抑制するにはどうしたらよいかという共通の関心があり、私がよく機能す

るアンチセンス配列を見つけたことが共同研究のきっかけとなりました。翌年、PHRS の大会に

大和谷厚先生とともにお招きいただき、その後も継続して招待いただいております。2013年は、

Fogel 教授がヨーロッパヒスタミン研究会の大会長を務められたことから、２年連続でポーラン

ドを訪問することとなりました。10 年以上にわたる交流の機会を与えていただき、深く感謝し

ております。ヨーロッパヒスタミン研究会もそうですが、非常に家族的で暖かいムードの学会

です。研究者の専門分野は、有機化学、神経生理学、薬理学、免疫学など多彩ですが、ヒスタ

ミンという共通したテーマをもとに密に議論を行う機会が設けられています。関連する生理活

性アミンやマスト細胞といった周辺の話題にも広く門戸が開かれています。 

 ポーランドは親日家の方が多く、ともに外国人が習得するのが難しい国語を持つという共通

点もあります。ポーランドは長い間ヨーロッパの大国として繁栄した歴史があり、学問を学ぶ

ことに対する敬意も強く、豊かな伝統文化があります。ウッチ市はかつて繊維工業で栄えたポ

ーランド第３の都市で、初めて訪問したときにはまだ共産圏の面影が濃かったですが、近年の

発展は目を見張るものがあります。素晴らしい教会や庭園、煉瓦造りの美しい工場など、路面

電車が走る市内には見所も多いです。学会の夜の部では、演劇やオペラ、クラシックの演奏会

を楽しむことが常で、こうした催しも楽しみの一つです。 

 ヒスタミン研究は、歴史的にヨーロッパ各国が世界をリードしてきた領域であり、その伝統

に裏付けされた深みのある研究を見つけることができます。昨今は大規模な学会が流行ですが、

会員のみなさまには本学会やあるいはヨーロッパヒスタミン研究会にも参加されることをお奨

めいたします。 

 

ポーランドヒスタミン研究会 Polish Histamine Research Society 

http://www.polskie-towarzystwo-badan-nad-histamina.lodz.pl/?lang=en 



 

 

最終日のスナップ：（左から）Panula 教授（フィンランド）、Stark教授（ドイツ）、Ennis 教授（UK）、

Matosiuk教授（ポーランド）、Carruthers 博士（アメリカ）、筆者、Passani 教授（イタリア）、Fogel

教授（ポーランド） 
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